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評価項目

離島における生活満足度・地域愛着度と定住意識の関連性 

千葉工業大学  学生会員   ○ 中山 晃一 

千葉工業大学  非会員    中島 太郎 

千葉工業大学  非会員    古賀 奨   

千葉工業大学  正会員    佐藤 徹治 

 

         

１． はじめに 

近年、日本では全国的に高齢化が進み将来的には

さらなる人口減少、高齢化比率の増加が予測されて

いる。特に離島においてはこの傾向が強く、地域社

会を維持するためには定住者の増加やUターンなど

の島外からの移住者の増加が不可欠である。 

離島の住民を対象とした生活満足度・地域愛着度

の要因に関する最近の既存研究としては、岡山

(2008)1)や濱野ら(2012)2)が挙げられる。しかし、離

島における生活満足度・地域愛着度と定住意識・U

ターン意識の関係を分析した研究はみられない。そ

こで、本研究では、島民の生活満足度、地域愛着度

および定住意識・U ターン意識の評価項目を定義し、

東京都大島町を対象として、これらの因果関係を共

分散構造分析を用いて分析する。 

 

２．定住意識の評価項目・指標 

 本研究では、定住意識、U ターン意識は生活満足

度と地域愛着度に影響を受けると仮定する。生活満

足度、地域愛着度の評価項目は、WHO の QOL263)

の社会的領域・環境的領域内の各項目を振り分けて

設定する。 

表－1 評価項目・評価指標一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各評価項目の評価指標は、既存研究 4)等に基づき設

定する。表－1 に評価項目・評価指標の一覧を示す。 

 

３．アンケート調査 

表－1 の各評価項目、評価指標の実態を把握する

ため、本研究では 2015 年 9 月 28 日～30 日に東京

都大島町でアンケート調査を実施した。調査票は、

元町 1～4 丁目の 591 世帯（一世帯につき二部配布）

と都立大島高等学校の全生徒 106 人に配布し、元町

の住民 591 世帯中 175 世帯（回答率 30％）、高校全

生徒 106 人中 100 人（回答率 94％）からの回答を

得た。元町の住民と高校生徒の定住意識、U ターン

意識、生活満足度、地域愛着度の回答結果を図－1

に示す。 

回答結果から、生活満足度、地域愛着度は元町住

民と高校生徒共に高評価が多いこと、元町住民は定

住意識が強く、高校生徒は U ターン意識が強いこと

が分かる。また高校生徒に一度島外に出たい理由に

ついて尋ねたところ、大学への進学予定があること、

娯楽施設が島内に少ないことなどが挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 アンケート調査の回答結果 

 

４．共分散構造分析 

共分散構造分析におけるパス図を設定するにあた

り、アンケート調査の個票データを用いた因子分析 
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を行い、各評価項目に関連する評価指標の絞り込み 

共通因子の抽出を行う。元町住民については、共通

因子として「金銭的余裕」｢移動のしやすさ｣｢災害対

策｣｢日常施設｣｢気象環境｣｢商業施設｣｢居住環境｣｢人

間関係｣が抽出された。高校生徒については「居住環

境」｢人間関係｣「日常施設」｢移動のしやすさ｣｢災害

対策｣「安心度」が抽出された。                                 

 元町住民と高校生徒について、抽出された共通因

子、評価項目を用いて共分散構造分析を行う。なお、

定住意識、U ターン意識は地域愛着度と生活満足度

に影響を受けると仮定する。図－2 に元町住民の分

析結果、図－3 に高校生徒の分析結果を示す。 

元町住民については、CFI（比較適合度指標）が

0.92、モデル全体の RESEM（自由度）が 0.54 となり

説明力の高い分析結果が得られた。分析結果から、

元町住民の定住意識には「地域愛着度」が大きな影

響を与えていることが読み取れる。これは、元町住

民には年齢層が高めで比較的居住年数が長い人が多

いことが影響していると考えられる。また、各施設

までの「移動のしやすさ」と「居住環境」が「生活

満足度」に影響を与えることや、「地域愛着度」「生

活満足度」には｢人間関係｣が強く関連していること

も示唆される。 

高校生についても CFI が 0.93、モデル全体の

RESEM も 0.82 と説明力の高い分析結果が得られた。

高校生徒の「U ターン意識」には、「生活満足度」が

大きな影響を与えていること、「生活満足度」には「地

域愛着度」「安心度」が影響していることが読みとれ

る。また、「災害対策」が「安心度」を介して「生活

満足度」に影響を与えていることも示唆され、「人間

関係」が｢地域愛着度｣を介して「生活満足度」に強

い影響を与えていることが分かる。 

 

５．まとめ 

本研究では、島民の生活満足度、地域愛着度、定

住意識、U ターン意識の評価項目を定義し、それぞ

れの因果関係について共分散構造分析を行った。 

分析結果より、「定住・U ターン意識」と「地域愛

着度・生活満足度」との関係には高校生徒以外の住

民と高校生徒との間には認識に違いがあることが示

唆された。また、「災害」に対しての認識の違いがあ

ることも分かった。 

今後の課題として、分析結果を用いてパブリック

スペースの充実や既存施設の利活用、住宅の空き部

屋を観光客や学生向けのホームステイ先としての提

供などによる人間関係の向上、カーシェアリング、

コミュニティーバスの導入による交通アクセス性の

向上、災害対策の推進とハザードマップの視認性の

向上等が定住意識に及ぼす影響を分析し、定住意識、

U ターン意識を高める地域政策の検討が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 元町住民の分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 高校生徒の分析結果 
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